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　納期12月25日

一
月
ま
で
に
報
告
書
作
成

　
東
京
通
産
局
で
は
、
本
年
度
工
業

団
地
造
成
調
査
地
区
と
し
て
十
日
町

市
を
調
査
す
る
こ
と
に
な
り
、
去
月

十
四
日
新
潟
相
互
銀
行
ホ
ー
ル
で
第

一
回
の
工
業
団
地
調
査
委
員
会
を
開

層
き
ま
し
た
。

　
こ
の
調
査
委
員
会
は
、
地
方
公
共

団
体
が
行
な
う
工
業
団
地
造
成
事
業

躯
盤
器
闘
　
に
対
し
て
そ
の
適

　
　
　
　
　
　
　
否
を
調
べ
容
易
に

　
　
　
　
　
　
　
実
施
で
き
る
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
指
導
と
援
助
を
行

ゆ
q
ρ
つ
q
1
0
0
ヌ
、

難鞍難

市
工
業
団
地
造
成

な
う
も
の
で
当
日
は
、
東
京
通
産
局

松
岡
総
務
部
長
．
県
側
か
ら
佐
藤
企

画
部
長
、
市
側
は
村
山
市
長
、
樋
口

議
艮
ら
別
項
の
委
員
会
メ
と
ハ
ー
に

よ
り
調
査
報
告
書
案
の
審
議
と
予
定

地
視
察
な
ど
を
行
な
い
ま
し
た
。

　
同
調
査
委
員
会
審
議
結
果
で
は
、

今
後
の
作
業
日
程
に
つ
い
て
明
年
一

月
末
こ
ろ
ま
で
調
査
報
告
書
作
成
を

目
標
に
年
内
に
各
委
員
の
意
見
提
出

を
求
め
、
幹
事
会
で
最
終
案
を
ま
と

め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
計
画
団
地
は
総
面
績
約
三
十
五
万

四
千
平
方
㌶
で
こ
の
土
地
利
用
計

画
は
、
工
場
敷
地
に
約
三
十
万
八

千
平
方
耕
、
道
路
約
三
万
八
千
平
方

灯
、
公
園
緑
地
約
七
千
平
方
材
で
す

　
な
お
昭
和
四
十
二
年
度
工
業
団
地

造
成
調
査
対
象
団
地
は
全
国
で
二
十

団
地
あ
り
、
東
京
通
産
局
の
管
内

で
は
、
　
群
馬
県
館
林
市
（
百
六
十

五
万
平
方
耕
）
埼
玉
県
挾
山
市
（
百

四
万
平
方
材
）
千
葉
県
成
田
市
芝
山

町
（
百
万
平
方
材
）
新
潟
県
十
日
町

市
（
三
十
五
万
四
千
平
方
耕
）
の
四

団
地
と
な
っ
て
い
ま
す
．

　
十
日
町
市
の
工
業
団
地
造
成
調
査

委
員
会
委
員

　
（
委
員
）

松
岡
　
　
宏
（
東
通
局
総
務
部
長
）

下
玉
利
昌
明
（
日
本
工
業
立
地
セ
ソ

　
タ
ー
調
査
研
究
三
課
長
）

佐
藤
貞
三
（
県
企
画
部
長
）

佐
藤
嘉
一
（
県
商
労
部
長
）

菅
村
　
新
蔵
（
商
工
会
議
所
会
頭
）

島
田
　
善
作
（
織
物
工
業
協
同
組
合

　
理
事
長
）

柳
宗
平
（
農
業
委
員
会
々
長
）

樋
口
政
太
郎
（
市
議
会
議
長
）

村
山
　
謙
吉
（
十
日
町
市
長
）

　
（
幹
事
）

笠
原
健
一
郎
（
県
企
画
調
整
課
参
事
）

多
田
　
　
博
（
県
中
小
工
業
課
長
）

鶴
巻
　
達
雄
（
県
公
害
課
長
）

長
谷
　
俊
全
（
東
通
局
産
業
立
地
課

　
長
）

山
村
　
　
清
（
東
通
局
用
水
公
害
課

　
長
）

池
田
　
作
三
（
市
長
室
長
）

佐
野
　
良
吉
（
市
商
工
課
長
）

市
民
所
得
へ
敬
）
十
九
万
一
千
円

　
　
　
　
　
昭
和
四
十
年
の
市
民
所
得
推
計

　
市
商
工
課
で
は
こ
の
ほ
ど
昭
和
四

十
年
の
市
民
所
得
推
計
を
ま
と
め
ま

し
た
が
そ
れ
に
よ
り
ま
す
と
、
本
市

の
生
産
所
得
は
昭
和
三
十
九
年
よ
り

約
十
一
・
三
％
増
の
九
十
六
億
一
千

二
百
二
十
一
万
八
千
円
で
し
た
．
こ

れ
は
前
年
の
伸
び
率
に
比
ぺ
七
・
四

％
低
い
数
字
で
す
。

　
産
業
別
所
得
構
成
は
第
一
次
産
業

は
約
十
三
・
四
％
の
十
二
億
九
千
二

百
八
十
四
万
一
千
円
、
第
二
次
産
業

四
十
九
・
七
％
の
四
十
七
億
七
千
四

百
四
十
六
万
四
千
円
、
第
三
次
産
業

ミ
、
ミ
、
ミ
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
ミ
、
、
、
、
ミ
、
、
、
、
、
、
、
ミ
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
ミ
、
、
ミ
、
、
ミ
ミ
、
、
ミ
ミ
、
、
ミ
吏
N
、
赴
s
、
ミ
、
妻
N
ミ
、
、
、
、
、
s
、
、
、
ミ
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
ミ
．

こ
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
㌧
、
、
、
、
、
、
、
、
N
、
㌧
ミ
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
N
、
、
N
、
、
、
、
、
、
、
N
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
N
、
、
㌧
、
、
、
N
、
、
、
、
、
、
、
、
、
～
s
N
N
、
S
圏
、
、
、
N
N
、
ミ
、
、
㌧
、
、
N
、
、
、
、
、
、
、
ミ
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
㌧
㌧

年
末
、
年
始
を
無
事
故
で

　
　
　
　
　
　
　
　
犯
罪
や
交
通
事
故
防
止
へ

　
年
の
瀬
が
近
づ
く
に
つ
れ
人
の
心

も
あ
わ
た
だ
し
く
な
り
ま
た
交
通
も

混
雑
し
、
犯
罪
や
、
交
通
事
故
な
ど

が
起
り
や
す
い
時
期
と
な
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　
十
日
町
市
防
犯
組
合
で
は
十
日
町

警
察
署
な
ど
の
協
力
で
去
る
十
二
月

一
日
か
ら
一
月
五
日
ま
で
を
年
末
、

年
始
の
防
犯
運
動
期
間
と
し
、
各
戸

に
チ
ラ
シ
を
配
る
な
ど
し
て
明
る
い

年
末
、
年
始
を
迎
え
る
よ
う
呼
び
か

け
て
い
ま
す
。

　
戸
締
り
は
厳
重
に

　
あ
き
巣
、
忍
び
込
み
、
ス
リ
な
ど

の
盗
難
事
件
が
多
く
な
り
ま
す
。
戸

締
り
を
厳
重
に
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
人
の
弱
み
に
つ
け
こ
む
暴
力
犯
罪

は
、
み
ん
な
の
力
で
追
放
す
る
た
め

ど
ん
な
小
さ
な
こ
と
で
も
警
察
へ
届

け
ま
し
上
う
。

　
交
通
三
悪
を
な
く
そ
う

　
重
大
事
故
の
ほ
と
ん
ど
は
交
通
三

悪
と
い
わ
れ
る
飲
酒
、
無
免
許
運
転

ス
ピ
ー
ド
違
反
で
す
。

　
十
日
町
署
管
内
で
は
こ
と
し
の
一

月
か
ら
十
一
月
ま
で
の
交
通
事
故
数

は
死
者
十
一
人
、
負
傷
者
百
三
十
八

人
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。

　
少
年
非
行
防
止
を

　
年
末
、
年
始
は
少
年
を
非
行
に
誘

う
環
境
が
多
く
な
り
ま
す
。
家
庭
の

放
任
、
職
場
の
無
理
解
な
ど
か
ら
非

行
化
さ
せ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。

｛
◎
全
般
概
況
　
　
　
　
　
　
　
　
平
年
並
か
少
な
め
で
し
ょ
う
．

　
　
十
二
月
か
ら
一
月
に
か
け
て
は
◎
一
月
概
況

　
寒
気
が
日
本
付
近
を
お
お
い
変
動
　
　
発
達
し
た
低
気
圧
が
時
々
北
日
本

　
の
や
や
大
き
い
期
間
も
あ
り
ま
す
方
面
を
通
過
す
る
見
込
み
で
、
北
陸

　
が
平
均
気
温
は
平
年
並
か
高
め
で

　
し
ヒ
う
．
二
月
は
時
々
寒
気
が
は

　
い
り
平
均
気
温
は
平
年
並
か
低
め

　
の
見
込
み
で
す
。

　
〇
＋
二
月
概
況

　
月
は
じ
め
は
冬

　
後
大
陸
の
高
気
圧
は
南
に
か
た
よ

　
っ
て
張
り
だ
し
、
気
温
は
高
め
に

　
向
う
見
込
み
で
す
。
し
か
し
、
月

　
末
ご
ろ
は
再
び
冬
型
と
な
っ
て
気

、
鰐
罐
器
予
報

～一
犠
め
・
そ
の

　　　　　　　　一　　　　　　　㎜　　　　　　』）　V　　　　r一　　　、’、　　　、－　　V　）　｝
｝

く

北
陸
地
方
三
ヵ
月

　
　
　
　
　
（
堰
月
乏
3
月
）

新
潟
地
方
気
象
台
発
表
〇
二
月
概
況

■■■巳肥911闘
一

で
も
こ
の
影
響
を
う
け
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
が
、
月
の
平
均
気
温
は
平
年

並
か
高
め
で
し
ょ
う
。
ま
た
降
水
量

と
日
照
は
平
年
並
の
見
込
み
で
す
。

降
積
雪
は
概
し
て
平
年
並
で
す
が
一

　
　
　
　
　
　
　
時
多
漣
な
る
と
爺

　
　
　
　
　
　
　
拷
禰
り
ま
し
　
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
顧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
訓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
隅

三
十
六
・
九
％
の
三
十
五
億
四
千
四

百
九
十
一
万
三
千
円
で
、
就
業
者
一

人
当
り
の
労
彷
生
産
性
は
　
全
産
業

平
均
三
十
四
万
六
千
二
十
五
円
、
第

一
次
産
業
十
二
万
七
千
六
百
七
十
五

円
、
第
二
次
産
業
四
十
四
万
一
千
二

百
二
十
二
円
、
第
三
次
産
業
五
十
二

万
七
百
七
十
五
円
と
第
一
次
産
業
は

第
三
次
産
業
の
約
四
分
の
一
程
度
と

　
大
陸
の
高
気
圧
が
北
偏
し
て
張
り

出
す
傾
向
が
あ
っ
て
気
温
が
下
り
雪

の
降
る
日
が
多
く
な
り
そ
う
で
す
。

　
月
の
平
均
気
温
は
平
年
並
か
低
め

鳳■〇一巳■

均
気
温
は
平
年
並
か
高
め
、
降
で
す
。
降
積
雪
は
平
年
並
で
す
が
一

水
量
は
平
年
並
か
少
な
め
日
照
簿
多
め
と
馨
と
こ
ろ
が
あ
－
ま
し
…

温
は
さ
が
り
ま
し
ょ
う
。
月
の
平
降
水
量
と
日
照
は
平
年
並
の
見
込
み
　
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

平
年
並
の
見
込
で
す
。
降
積
雪
は
よ
う
。

低
く
な
っ
て
お
り
ま
す
．
ま
た
分
配

所
得
は
総
額
九
十
四
億
八
千
八
十
三

万
八
千
円
で
前
年
よ
り
二
十
一
・
三

％
と
増
加
し
、
一
人
当
り
分
配
所
得

も
十
九
万
一
千
二
百
三
十
八
円
と
な

り
ま
し
た
。

　
な
お
個
人
所
得
は
総
額
九
十
三
億

五
千
四
百
十
五
万
八
千
円
と
前
年
よ

り
二
十
一
・
三
％
増
加
し
、
一
人
当

り
の
所
得
も
昭
和
三
十
八
年
の
十
三

万
七
千
二
百
六
十
五
円
、
三
十
九
年

の
十
五
万
五
千
六
百
十
三
円
か
ら
四

十
年
は
十
八
万
八
千
六
百
八
十
三
円

に
な
り
ま
し
た
。

工
業
統
計
調
査
に

　
　
　
　
　
　
　
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
こ
と
し
も
ま
た
昭
和
四
十
二
年
工

業
統
計
調
査
の
時
期
に
な
り
ま
し

た
。
調
査
に
あ
た
っ
て
は
県
知
事
か

ら
任
命
さ
れ
た
調
査
員
が
各
事
業
所

に
お
う
か
が
い
し
て
調
査
票
の
記
人

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
か
ら
、
ご
多

忙
の
と
こ
ろ
お
手
数
で
す
が
該
当
調

査
事
項
に
つ
い
て
ご
記
入
の
う
え
、

指
定
さ
れ
た
期
日
ま
で
に
調
査
員
に

提
出
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　
な
お
調
査
票
は
統
計
法
に
よ
っ
て

そ
の
秘
密
は
厳
守
さ
れ
、
統
計
目
的

以
外
の
税
金
徴
収
の
算
定
資
料
等
申

告
者
に
不
利
益
と
な
る
よ
う
な
こ
と

に
は
使
用
い
た
し
ま
せ
ん
か
ら
、
ご

心
配
な
く
正
し
い
ご
報
告
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

市税の納入は25日まで

25日以降は29日・30日の

両日中にお納めください

灘
議
翻
蔽
　
…
灘
…
…
…
薩
聡

市
役
所
の

　
　
年
末
、
年
始
の
休
み

年
末
　
十
二
月
二
十
九
日
、
三
十

　
　
　
日
、
三
十
一
日

年
始
　
一
月
一
日
、
二
日
、
三
目

年
末
、
年
始
の
支
払
い

　
　
　
　
　
　
（
市
会
計
課
）

年
末

年
始合

。
と
き

”ロー“耳隅脚嗣

　
昭
和
四
＋
二
年
度

　
　
十
日
町
市
多
収

　
　
穫
共
進
会
成
績

㌔
4
▽
優
良
賞
U
高
橋
正
和
（
城
ノ

㌔
4
▽
佳
良
賞
H
涌
井
平
五
郎
（
高

キ
・
4
、
宮
沢
昌
義
（
小
黒
沢
）
コ
シ

力
賞
“
小
林
徳
左
ヱ
門
（
城
ノ
古
）

田
健
治
（
四
日
町
）
五
百
万
石
、
六

田
島
）
千
秋
楽
、
六
〇
六
・
二
八
㌔

堵
、
竹
内
貫
一
（
内
後
）
千
秋
楽
、

六
〇
三
・
七
六
㌔
㌘
。

　
　
故
郷
を
離
れ
て

　
　
働
く
人
た
ち
を

　
　
愛
の
た
よ
り
で
励
ま

　
　
　
そ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
口

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
剛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
▽
優
秀
賞
H
渡
辺
賢
一
（
吉
田
山
鳳

谷
）
フ
ジ
ミ
ノ
リ
、
六
六
六
・
三
三
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

古
）
コ
シ
ミ
ノ
リ
、
六
三
九
・
九
三
巳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

島
）
早
生
金
南
風
、
六
二
八
・
七
一
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

ミ
ノ
リ
、
六
二
七
・
六
四
㌔
移
▽
努
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
臼

千
秋
楽
、
六
一
九
・
六
七
キ
。
4
、
池
嗣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
騙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

○
八
・
八
○
キ
。
4
、
金
沢
喜
義
（
太
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
顧

　
郵
政
省
で
は
、
た
だ
い
ま
故
郷
を

離
れ
て
彷
く
肉
親
や
知
人
と
を
結
ぶ

「
愛
の
た
よ
り
運
動
」
を
展
開
し
て

い
ま
す
。

　
こ
の
運
動
は
、
仙
く
青
少
年
の
非

行
、
不
良
化
や
季
節
労
彷
者
な
ど
の

離
職
の
防
止
な
ど
に
役
立
た
せ
よ
う

と
い
う
も
の
で
す

と
こ
ろ

十
二
月
二
十
日
ま
で
に
支

払
い
手
続
き
の
も
の
に
よ

り
、
つ
ぎ
の
日
に
支
払
い

ま
す
。

二
十
五
日
、
二
十
六
日

一
月
十
日
、
二
十
五
目

唱
　
教
　
室

十
二
月
二
十
一
日
（
木
）

午
後
七
時
か
ら

中
央
公
民
舘

年
末
郵
便
、
小
包
は

　
　
　
こ
ま
な
い
う
ち
に

　
郵
便
局
で
は
年
賀
状
の
差
し
出
し

に
つ
い
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
利
用
老
の

皆
さ
ん
の
、
ご
協
力
を
望
ん
で
い
ま

す
。L

年
賀
状
の
差
し
出
し
は
十
二
月
二

　
十
二
日
ま
で
に
「
十
日
町
市
あ

　
て
」
と
「
そ
れ
以
外
あ
て
」
の
も

　
の
に
わ
け
ヒ
モ
（
ゴ
ム
）
で
た
ば

　
ね
て
お
出
し
く
だ
さ
い
。

乞
小
包
み
は
十
二
月
十
五
日
ご
ろ
ま

　
で
に
お
出
し
く
だ
さ
い
．

3
あ
て
名
は
く
わ
し
く
は
っ
き
り
と

　
都
道
府
県
名
は
省
略
し
な
い
で
、

　
受
取
人
と
差
し
出
し
人
の
住
所
、

　
氏
名
、
肩
書
を
は
っ
き
り
と
書
い

　
て
く
だ
さ
い
。
（
十
日
町
郵
便
局
）

門
　
年
末
の
荷
物
は

㎝
　
早
目
に
お
出
し
く
だ
さ
い

ロ
㎝
　
年
末
に
鉄
道
で
荷
物
を
送
ら
れ
る

闘
皆
さ
ん
は
、
荷
物
が
迷
子
に
な
ら
な

糊
い
よ
う
次
の
点
に
ご
注
意
願
い
ま

ロ

剛
す
．

㎜
◎
届
先
の
住
所
、
氏
名
を
は
っ
き
り

臨
◎
荷
札
は
必
ら
ず
二
枚
以
上
つ
け
、

㎜
　
荷
物
自
体
に
も
あ
て
名
を
書
い
て

ロ

旧
◎
荷
物
自
体
に
記
入
で
き
な
い
と
き

㎝
は
、
荷
物
の
中
に
あ
て
名
を
書
い

臼
　
た
紙
片
を
い
れ
て
く
だ
さ
い
。

㎜
◎
蕩
の
重
さ
は
二
‡
・
グ
ラ
ム

帽
　
ま
で
．
　
　
　
　
　
（
十
日
町
駅
）
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勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

開
舘

　
市
立
保
育
所
の
隣
り
に
建
設
中
の

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
は
今
月
な
か
ば

護誉
十日町市勤労青少

　見取図
，
囑
‘
5
農
．

鞭
当

黎
、
「機

械
室

一　階

＿コー一一＿一．

…一一二＿＿　　＝＝＝＝二…更
衣
室
㌧

≡
二＝

．、v ヨ……＿＿蓑会 一一

当
直
一
室

　　集
こ＝＝・＝軽室主三

　　　一一＝一　　　一　『』r　■＿＿r

一一＝＝≡……運　…旺…≡

事
務
室

ホ
1
ミ
僕

．更衣室

　三≡≡≡勧
……三場　三…≡≡

ロ　『一｝一一＝『一甲噌こ＝：‡一一一一＝
＝一一一・・；二『』＝＝一＝』三……ヨ叢

ポーチ

二…三一＝一「＝“こ＝＝＝＝＝一 ＝．

　　o一一一一丁

は
二
月
上
旬

明
る
く
楽
し
い
利
用
を

に
完
成
、
来
年
二
月
上
旬
こ
ろ
開
舘

の
予
定
で
す
が
、
ホ
ー
ム
の
内
容
や

利
用
な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま

す
。■

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
と
は

　
市
内
に
彷
く
青
少
年
が
余
暇
と
休

日
を
楽
し
く
す
ご
し
、
あ
す
へ
の
勤

労
意
欲
を
た
か
め
未
来
に
夢
と
希
望

を
も
た
せ
る
た
め
の
施
設
で
す
。

■
ホ
ー
ム
あ
ん
な
い

　
敷
地
面
積
千
八
百
二
平
方
訂
、
建

物
．
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ニ
階
建
、

延
七
百
七
十
二
・
五
六
平
方
材
（
二

百
三
十
四
坪
）

屑ー
　
一

〇
℃

D
び
　
σ

　
　
（
小
集
会
室
）

　
　
　
　
　
「

講
習
室
’
　
　
講
習
室

　
　
　
》
ぞ

、

　
　
娯
楽
室

イ

ノ

、

無
ノ

ペ
ラ
ン
ダ

恒
℃
0

使
所

講
習
案

（
音
楽
窯
）

図
欝
塾

　
一
階

▽
軽
運
動
場
兼
集
会
室

　
多
人
数
の
集
会
や
軽
運
動
場
と
し

　
て
使
用
、
卓
球
台
三
台
、
そ
の
他

　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
用
具

▽
更
衣
室

　
カ
ギ
付
ロ
ッ
カ
ー
設
備

▽
シ
ヤ
ワ
ー
室

　
水
、
お
湯
両
方
使
用
で
き
る

　
二
階

▽
娯
楽
室
（
軽
食
コ
ー
ナ
ー
）

　
娯
楽
、
談
話
室
（
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ

　
囲
碁
、
将
棋
）
と
し
て
使
用

　
軽
食
、
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
特
設

▽
講
習
室
（
洋
室
、
和
室
）

　
各
種
講
習
、
集
会
、
グ
ル
1
プ
活

　
動
等
に
使
用

▽
休
養
室

　
利
用
者
の
一
時
休
養
や
集
会
な
ど

　
に
使
用

▽
音
楽
室

　
ス
テ
レ
オ
、
オ
ル
ガ
ン
等
を
備
え

情
操
教
育
に
役
立
て
る
。

▽
図
書
室

　
新
聞
、
雑
誌
、
図
書
の
閲
覧
に
使

　
用

▽
相
談
室

　
　
姿
大
橋
が
完
成

　
昭
和
四
＋
年
秋
か
ら
工
事
中
の
信

濃
川
姿
大
橋
が
こ
の
ほ
ど
完
成
、
去

月
二
＋
九
日
渡
り
ぞ
め
を
行
な
い
ま

し
た
。

　
同
橋
は
長
さ
一
八
三
・
七
㌶
、
巾

五
・
五
材
で
は
こ
れ
ま
で
の
吊
橋
か

ら
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
永
久
橋
と

な
り
、
総
工
費
は
約
七
千
八
百
万
円

で
し
た
。
　
　
　
【
写
真
は
姿
大
橋
】

　
牛
活
相
談
、
職
業
相
談
室
と
し
て

　
使
用

■
ホ
ー
ム
の
運
営
と
利
用

　
開
舘
及
び
閉
舘
時
間

ω
平
日
、
午
後
一
時
か
ら
午
後
九
時

　
ま
で

⑬
日
曜
日
、
国
民
の
祝
日
、
午
前
十

　
か
ら
午
後
八
時
ま
で

　
休
舘

ぬ
藷
　
鰻
詣
　
巽
一
器
藷
器
”
藷
諾
㎜
皿
開
器
壽
聾
”
陥
”
闘
壽
”
”
”
藷
聾
一
”
”
”
陥
壽
”
”
”
壽
”
一
”
器
”
”
”
”
”
”
難
斐
”
聾
聾
襲
萎
襲
一
聾
嬰
詑
器
”
”
”
襲
”
斐
器
”
藷
”
”
器
騨
闘
聾
“
器
”
轟
”
”
帥
藷
聾
”
”
聾

　
地
主
は
そ
の
と
青
自
分
に
そ
の
建

物
を
譲
っ
て
く
れ
と
い
う
申
出
が
で

き
る
の
で
す
か
。

　
そ
う
で
す
。
前
に
申
し
た
よ
う
に

借
地
権
者
が
建
物
を
第
三
者
に
譲
渡

し
た
い
と
し
て
賃
借
権
の
譲
渡
の
承

諾
に
代
わ
る
許
可
の
申
立
を
し
た
と

き
に
、
地
主
の
方
か
ら
「
そ
れ
な
ら

自
分
の
ほ
う
に
建
物
の
譲
渡
と
貸
借

権
の
譲
渡
ま
た
は
転
貸
を
し
て
く

れ
」
と
申
立
を
寸
る
事
が
で
き
ま
す

　
そ
の
申
立
が
で
き
る
期
間
は
、
裁

判
所
が
定
め
る
三
週
間
と
か
一
ヶ
月

の
間
に
限
ら
れ
、
そ
の
申
立
が
あ
り

ま
し
た
と
き
は
、
裁
判
所
は
そ
の
申

立
に
拘
束
さ
れ
て
地
主
の
ほ
う
に
譲

渡
す
る
対
価
と
か
転
貸
の
条
件
を
き

め
る
こ
と
に
し
て
あ
り
ま
す
。

　
借
地
人
の
ほ
う
は
、
ど
う
せ
建
物

を
第
三
者
に
売
る
わ
け
で
ず
か
ら
、

賃
貸
人
に
そ
れ
を
譲
渡
さ
せ
て
も
よ

い
わ
け
で
す
。
間
題
は
対
価
の
点
で

あ
り
杢
す
か
ら
、
そ
れ
を
裁
判
所
が

合
理
的
に
ぎ
め
る
こ
と
に
し
ま
し
て

借
地
権
が
地
主
の
ほ
5
に
返
っ
て
く

る
途
を
開
い
て
お
る
わ
け
で
す
（
同

〈
解
説
〉

ニ
ク
月
内
に
競
落
人
あ
る
い
は
買
受

人
の
ほ
う
か
ら
「
自
分
が
建
物
を
競

落
（
あ
る
い
は
買
受
け
）
し
た
の
で

賃
借
権
の
譲
渡
を
承
諾
し
て
く
れ
」

と
地
主
に
交
渉
し
、
そ
の
承
諾
が
得

ら
れ
な
い
身
き
は
、
競
落
人
の
ほ
う

か
ら
、
承
諾
に
代
わ
る
許
可
の
裁
判

改
正
借
地
家
法

第
三
項
）

　
賃
借
地
上
の
建
物
の
競
売
、
公
売

の
場
合
は
ど
う
な
る
の
τ
す
か
。

　
そ
の
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
賃
貸

人
の
同
意
を
得
る
と
い
う
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
事
後
で
あ
り
ま
す

が
、
建
物
の
代
金
を
支
払
っ
て
か
ら

⑤

を
求
め
る
事
が
で
き
る
の
で
す
（
第

九
条
ノ
三
）

　
調
停
と
の
関
係
は
ど
う
な
る
の
で

す
か
。

　
こ
の
種
の
裁
判
は
、
も
と
も
と
当

事
者
間
の
協
議
に
よ
っ
て
と
り
き
め

る
べ
ぎ
事
項
で
あ
る
の
に
、
協
議
が

成
立
し
な
い
の
で
裁
判
所
が
後
見
的

な
立
場
か
ら
こ
れ
に
介
入
し
て
双
方

の
利
害
の
調
整
を
は
か
る
も
の
で
す

か
ら
、
で
き
れ
ば
民
事
調
停
を
通
じ

て
解
決
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
の

で
す
。
実
際
に
借
地
法
に
よ
る
申
立

の
前
に
調
停
の
申
立
が
多
い
で
あ
り

ま
し
よ
う
し
、
ま
た
、
借
地
法
に
よ

る
申
立
を
受
け
た
裁
判
所
は
職
権
で

調
停
に
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
定

め
ら
れ
て
い
て
（
法
第
十
四
条
の
十

三
）
こ
の
種
の
事
件
に
つ
い
て
も
調

停
が
活
用
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
調
停
に
よ
る
話
合
の
際
に
は
、
よ

く
本
法
の
趣
旨
を
説
明
し
、
納
得
を

得
る
よ
う
に
し
て
合
意
を
成
立
さ
せ

る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま

す
。
　
　
（
十
日
町
地
区
調
停
協
会
）

醐
鱒
の
翌
日
　
罵
慧
罐
籔
融
嚢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

の
一
月
一
日
か
ら
三
日
ま
で
及
び
十
・
適
用
し
健
全
経
営
に
努
め
て
い
ま
す

二
月
二
＋
音
か
ら
三
＋
百
ま
㎜
が
・
九
月
三
＋
呈
で
の
幸
期
の

　
で
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜
水
道
業
務
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
し
ま
す
。

ロ
ホ
ー
ム
を
利
用
　
　
　
　
馴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
　
本
市
の
水
道
は
昭
和
三
十
一
年
に

　
　
　
　
　
　
　
で
き
る
人
　
　
㎜
創
設
・
＋
一
年
目
を
迎
え
ま
す
ま
す

　
市
内
に
仇
く
二
十
五
歳
以
下
の
青
醐
給
水
人
口
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
こ

少
年
で
登
録
を
し
て
利
用
証
を
う
け
㎜
の
た
め
前
年
度
か
ら
第
二
期
拡
張
事

れ
ば
誰
で
も
利
用
（
無
料
）
で
き
ま
闘
業
（
総
事
業
費
二
億
五
千
万
円
）
を

す
。
（
登
録
を
う
け
た
い
人
は
、
一
㎜
四
ヶ
年
計
画
で
着
手
し
、
た
だ
い
ま

月
五
日
か
ら
受
付
い
た
し
ま
す
か
ら
鵬
実
施
中
で
あ
り
ま
す
の
で
市
民
の
皆

ホ
ー
ム
ま
で
お
い
で
の
う
え
、
お
申
㎜
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

し
込
み
下
さ
い
）
電
話
八
九
一
九
泡
錘
状
遅
本
年
上
半
期
譲
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜
百
七
十
六
万
八
千
円
の
純
利
益
を
あ

　
水
道
検
針
日
の
　
脚

　
　
臨
時
変
更
　
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
閥

　
来
年
一
月
の
水
道
検
針
、
集
金
日
旧

は
一
日
か
ら
三
日
ま
で
正
月
休
暇
の
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

た
め
毎
月
の
各
家
庭
の
検
針
及
び
集
㎜

金
日
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
三
日
ず
つ
繰
醐

り
さ
が
り
享
の
で
お
智
せ
い
急

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
引

し
ま
す
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
噂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
な
お
厳
冬
に
備
え
て
水
栓
柱
、
量
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

鯨
籍
酪
に
ご
用
心
く
だ
さ
い
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
水
道
課
の
支
払
は
十
二
月
二
十
五
凹

日
、
二
十
六
日
で
す
か
ら
お
忘
れ
の
剛

な
い
よ
う
に
。

新
鏡
雪
上
軍

　
「
ふ
ぶ
き
号
」
配
備

　
十
日
町
市
に
こ
の
ほ
ど
救
急
用
雪

上
車
「
ふ
ぶ
き
号
」
一
台
が
配
備
さ

れ
、
今
冬
か
ら
豪
雪
地
帯
の
”
足
”

と
し
て
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
雪
上
車
は
長
さ
約
四
材
，
巾

馳
器
暴
饗
ド
鉾
蓋

で
配
車
し
た
も
の
で
す
。
　
　
　
　
旧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
凹

　
【
写
真
は
雪
上
車
「
ふ
ぶ
き
号
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